
令和６年度　森林環境譲与税に関する決算 【北海道占冠村】

私有林整備 地域林業振興事業 2,247 0 2,247 0

森林施業プランナーが集約化した施業
予定地内（概ね15ha以上）で、高性能
林業機械を活用した皆伐作業を主体と
して複数の保育作業（公共対象外の根
踏み、下枝落とし、除伐）を組み合わ
せて実施する事業に対し、実行経費の
一部を補助する。

主伐（3.46ha)

私有林整備 民有林振興造林事業 497 0 497 0

占冠村森林整備計画に基づき計画的な
森林の整備を図るため、造林促進事
業、保育間伐事業、保育下刈事業、天
然林改良事業、作業道開設事業に対し
て、別事業の補助残額の1/2を補助す
る。

ー

私有林整備
タンネナイ作業道補
修事業

1,012 0 1,012 0
占冠村に対して寄附採納された作業道
について、計画的な森林整備の実施の
ため、作業道の補修を行う。

作業道整備200m

公有林整備（財
産区有林含む）

公有林整備事業 0 0 0 0

占冠村に対して寄附採納された森林の
中で寄附以前に何れかの理由により植
栽苗木が枯死した被害地について、改
植を実施して更新を図る。

【実績なし】

林道・林専道の
整備等

占冠ゼロカーボン推
進普及事業

483 0 483 0

電動チェーンソー及び刈払機を購入
し、林道・作業道の維持・管理を実施
します。また、林業事業体へ無料で貸
出することで電動式の機械を広く普及
していき、森林の再生サイクルの中で
排出される温室効果ガスを削減し、豊
かな自然と調和した循環型社会の構築
を目指します。

電動チェーンソー２
台、電動草刈機２台

担い手確保
北海道林業・木材産
業人材育成支援協議
会賛助金

50 0 50 0

道立北の森づくり専門学院生の就学支
援等の人材育成に取り組む同協議会に
加入し、財政支援（賛助金）を行っ
た。

ー

担い手確保
林業労働者退職金共
済制度補助事業

447 0 447 0

村に住所を有する林業従事者を雇用す
る事業体に対し、林退共掛金事業主負
担分の1/2を補助することにより、事業
主の負担を軽減し、もって林業労働者
の福祉向上を図った。

事業体数　5事業体
対象者数　9人

　本村では人工林の多くで高齢級化が進んでおり、本税の効果
的な活用により皆伐再造林の推進による人工林の若返りや木材
資源の有効活用・普及などを中心に、林業の村を体現すべく施
策を進めている。
　令和６年度については、民有林における森林整備担い手の育
成に対する支援を行ったほか、森林所有者の森林整備意欲の向
上、林業労働者の安定的な就労条件の確保に係る福利厚生等を
支援することにより、本村地域における森林整備の資質向上に
繋がった。
　本村が森林資源の循環利用として取り組んでいる薪ストー
ブ、薪購入の補助については、さらなる普及拡大、利用推進を
目的に令和3年度において対象者及び補助区分の一部見直しを
行い、令和6年度は補助件数が薪購入8件（134㎥）となった。
また、森林作業中に温室効果ガスを発生しない電動式の機械を
導入し、環境に寄与するとともに振動を軽減し、林業者の安全
対策を行っている。
　私有林整備事業として、高性能林業機械を活用した集約化施
業は１件（主伐3.46㏊）実施した。また、林道・作業道の整備
としてはタンネナイ作業道の補修を行っており、計画的な森林
整備の実施のために必要に応じて整備を進めていく予定であ
る。
　公有林整備事業に関しては今年度実施することはできなかっ
たが、該当箇所の改植については令和７年度別の事業（森林環
境譲与税事業）以外で実施する見込みである。
　なお、本村においては当該年度に配分された譲与税の全額を
基金に積み立てたうえで、必要な額を取り崩して事業経費に充
てることとしており、基金残高については後年度の私有林整備
事業や民有林集約化推進事業等に充当するため、計画的に運用
する。
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担い手確保 林業担い手対策事業 322 0 322 0

一定の要件を満たす林業就業者を雇用
した事業体に対し、技術指導補助金
（1,000円/人日、年間150日限度）及び
住宅補助金（10,000円～20,000円/人
月）を交付した。

事業体数　1事業体
対象者数　2人

林業就業者の育
成

林業労働安全推進事
業

148 0 148 0

一定の要件を満たす林業就業者を雇用
した事業体に対し、安全装備品の購入
及び蜂毒アレルギー防止対策（エピペ
ン処方）に係る費用の一部を補助し
た。

事業体数　1事業体
対象者数　3人

木質バイオマス
利用推進

占冠村木質バイオマ
スエネルギー導入促
進事業

368 0 368 0

村内事業者から薪ボイラー（ストー
ブ）及び薪を購入した者に対し、費用
の一部を助成した。
なお、令和3年度より交付対象者に村内
法人（宿泊・娯楽施設に限る）を追加
するとともに補助区分の見直しを行
い、薪及び関連製品等のさらなる普及
拡大及び利用推進に努めた。

薪ｽﾄｰﾌﾞ　0名
薪　延べ8名、1法人
　　（134㎥）

基金積立（森林
整備等）

占冠村森林環境譲与
税基金積立

8,184 8,184 0 0
私有林整備事業、民有林集約化施業推
進事業等に備えた積立

－

13,758 8,184 5,574 0計

　本村では人工林の多くで高齢級化が進んでおり、本税の効果
的な活用により皆伐再造林の推進による人工林の若返りや木材
資源の有効活用・普及などを中心に、林業の村を体現すべく施
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目的に令和3年度において対象者及び補助区分の一部見直しを
行い、令和6年度は補助件数が薪購入8件（134㎥）となった。
また、森林作業中に温室効果ガスを発生しない電動式の機械を
導入し、環境に寄与するとともに振動を軽減し、林業者の安全
対策を行っている。
　私有林整備事業として、高性能林業機械を活用した集約化施
業は１件（主伐3.46㏊）実施した。また、林道・作業道の整備
としてはタンネナイ作業道の補修を行っており、計画的な森林
整備の実施のために必要に応じて整備を進めていく予定であ
る。
　公有林整備事業に関しては今年度実施することはできなかっ
たが、該当箇所の改植については令和７年度別の事業（森林環
境譲与税事業）以外で実施する見込みである。
　なお、本村においては当該年度に配分された譲与税の全額を
基金に積み立てたうえで、必要な額を取り崩して事業経費に充
てることとしており、基金残高については後年度の私有林整備
事業や民有林集約化推進事業等に充当するため、計画的に運用
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